
 

 

                           

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プールに歓声！八嘉に夏がやってきました！ 

 たいへんな豪雨でした。あらためて、子供達の命をお預かりしていることの責任の重さを痛感し、全

神経を注いで乗り越えた数日間でした。ご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。被災された皆

様には心よりお見舞い申し上げます。 

 さて、学校再開後、学習活動は少しずつ充実してきています。特に地域の皆様のご協力のお陰で、豊

かな学びにつながっています。地域を知ること、地域のかっこいい大人の姿を見ることは、子供達の未

来を切り拓く力となります。ほんとうに有り難いです。今後もコロナ感染対策を講じながらこのような

取組を続け、八嘉っ子の「共感力」「自進力」「やりぬく力」を伸ばしていきたいと考えています。 
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とてもいい体験でした。毎日お米が

食べられるありがたさが分かったし、

お米作りをする人はすごいなあと思い

ました。学校で田植えの勉強をしてき

たけど、やってみて、全然違うと思い

ました。やってみないと、作っている

人の思いが分からないと思いました。

そして、ちゃんとご飯を残さずに食べ

ようと思いました。（お礼の手紙より） ５年生が田植え体験をさせていただきました。竹下さんとその
ご家族･お友達の皆様に大変お世話になりました。 

５年生家庭科の運針の学習には、
のべ６名の方にご協力いただきま
した。おかげで上手になりました。 

４年生の総合的な学
習の時間には「八嘉夏
祭」実行委員長の黒田
さんに来ていただき、
祭への思いを語って
いただきました。 

ぼくは、黒田さんの「にぎわっても

らうため」という言葉が心に残りまし

た。なぜなら、面どくさいと思う人も

いるかもしれないのに、にぎわっても

らうため、という気持ちが本当にすご

いと思ったし、1991年から今まで１

回も休みなくしているから本当に関わ

っている人達が頑張っていることがす

ごく分かりました。（お礼の手紙より） 

 感染リスクを避けるために学年ごとにプール開きをしま

した。子供達は大喜びです。国は「プール水の遊離残留塩素

濃度が適切に管理されている場合においては、水中感染の

リスクは低い」としています。また、更衣室を新たに設けて

３密対策を図っています。でき得る限りの取組をしながら

子供達の水泳学習を充実させていきます。 


